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　里山の豊かな自然に囲まれた古民家で、昔なが
らの”までな（丁寧な）”手しごとを体験できる学び
舎「までな舎」が、東和町米川地区にオープンした。
　静岡出身の鈴木さんが宮城へやってきたのは、
震災の年。物資運搬や地域支援ボランティアの活
動拠点として旧鱒淵小に滞在したのが、登米市と
の出会いだった。稲刈り体験をさせてもらったり、
住む家をお世話してもらったりと、生活していく
中で地域の人情に触れた鈴木さんは、米川の魅力
を広く発信する活動を始めた。「歴史や文化、身近
にある地域資源に触れ、感じ、楽しんでもらえる場
所を作ろう」。こうしてできたのが、までな舎だ。体
験メニューの一つ「金継ぎ」は、器などを修復する
伝統技術。「米川の窯元で作られた陶器を、大切に

使い継ぐための仕事ができたら」と考えたことが
きっかけになった。
　までな舎は「米川ガイドの会」の事務局も兼ね
る。「会の活動として、地域の歴史や伝統に関する
資料を作成中なんです。人口減少が進む中で歴史
が埋もれてしまわないよう、多くの人に地域の事
を知ってもらえる方法や体制づくりを考えていき
たい。その取り組みが、若い人や移住者の増加につ
ながれば」。までに、丁寧に、言葉を紡ぎながら、鈴
木さんは「人や環境に恵まれ、ここでは季節と一緒
に生きていると感じています」と笑顔を見せた。
　までな舎の畑には、鈴木さんの植えた藍の苗が
並ぶ。長い時間と手間をかけ染め上げるという。
「登米の色」を見られる日が今から待ち遠しい。
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